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研究成果の概要（和文）： 17世紀以来、英語による文学作品に表現された科学へのさまざまな関心は、20世紀になっ
て成立した英文学研究において、十分に歴史的文脈を与えられて正当に理解されているとは言いがたい。本研究は英文
学研究の制度化において文学テキストへの非歴史的アプローチが原型的規範である点を問題とし、そのため文学テキス
トの理解においても、今日まで発展してきた自然に関する科学的知識の体系を歴史化して捉えることが少ないこと、そ
して現代の英文学における自然科学の理解が、科学的知識から独立した、すなわち疎外されたものと考えられることを
指摘したものである。

研究成果の概要（英文）：Scientific interest has been variously expressed in English literary works from 
the 17th century. However, it has not fully been contextualized and historicized for its proper 
understanding in the English studies established in the 20th century. This study focuses on this issue, 
pointing out that ahistorical approaches to literary texts are prototypical in the systematization of 
English studies, and that those texts, therefore, have been less likely to be historicized in view of the 
scientific system of natural knowledge that has been developed to date. Then, the understanding of 
literary texts in this modern age can be considered as allegedly independent or sadly alienated from the 
scientific knowledge in its proper state.

研究分野：イギリス文学

キーワード： ロマン主義　英文学研究　科学史　歴史主義

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで、イギリス・ロマン主義

文学と当時の科学者や科学的思想、科学研究

の実際との関係を考察してきたが、明らかになっ

たことの一つに、文学テキストに科学的事実に

関する記述がある場合、科学史上の事実を掘り

起し、当時の科学研究の実際に照らして理解す

ることに必ずしもプライオリティが与えられておら

ず、文学的修辞や伝記的関心事の一つとしての

み理解される傾向がある事実である。その結果、

１９世紀初頭のロマン主義の時代の科学の認識

と現代とは全く異なっているにも関わらず、その

差異に対する詳細な検討は文学研究の対象と

されないという事態が起こっている。同時に、科

学研究の組織的制度が現代のように確立してい

ない１９世紀前半までは、科学的論文やエッセイ

も広く文学(literature)として取り扱うことが出来
るポテンシャルがあるにもかかわらず、それらの

文献のテキスト性が検討されることは非常に少な

いことも事実である。これらを踏まえて、科学的

な知識を如何に文学研究に取り込むことが正当

であるかを検討することの必要性を認識するに

至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、１７世紀以降の科学的知識

を歴史的認識に基づいて正当に取り入れること

が、２０世紀に確立した制度としての英文学研究

においては困難であることについて、特に１８世

紀から１９世紀前半の作家・作品を対象とした研

究の中で検証することである。２０世紀を通して、

文学理論の開発などにより文学研究を科学的方

法論による研究として追求する方向がみられた

が、結果として人文科学領域内の学問的関心の

細分化を加速させた。昨今優勢となっている新

歴史主義批評では、学際的な研究方法の開拓

が十分に行われない中で、体系的でない科学

知識の取り込みが散逸的に行われている。本研

究は、科学的研究を標榜したものが自然科学の

体系的知識から疎外されていることを、英文学

研究における克服すべき非歴史性として検証す

るものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の具体的な方法として、主に次の三つ

のアプローチから考察を行った。 
(1) イギリス・ロマン主義文学のテキストを対象と
して、科学的知識との関連が見られるものに

おいて、英文学研究ではどのように研究さ

れてきたかを検証し、科学史上の理解と比

較検討する。 
(2) 連携研究者（中根美知代）との協議を通し
て、18 世紀から 19 世紀にかけての科学史
上の重要なテーマとして熱学を中心に考察

しうることが確認されたことから、ロマン主義

の作家や当時活躍していた科学者たちがど

のように熱学についての関心を示したかを

検討する。 
(3) 20 世紀英文学研究において、研究体制が
制度化し、文学テキストに対する非歴史的

なアプローチが所与のものとなった結果、

18世紀の博物学的関心やその他の科学的
関心が文学研究の中で歴史的な輪郭ととも

に理解されることが少ないという状況が定着

していることについて検討する。 
 
４．研究成果 
研究成果は、主に論文発表と口頭発表（国際

学会および国内学会）で公表した。以下はそれ

らの具体的内容である。 
 
(1)のテーマについては、S.T.コールリッジの『文
学的自叙伝』(Biotraphia Literaria)やジョン・
キーツの『イザベラ』(Isabella)などを対象として
検討を行った。コールリッジの『文学的自叙伝』

は、哲学的な傾向を帯びた科学的知識への関

心が随所に見られるが、科学史上の文脈からそ

れらの関心が理解されることが少ないことが確認

できた。また、ロマン主義研究の基本書ともなっ

た M. H. エイブラムスの『鏡とランプ』 (The 
Mirror and the Lamp)において、コールリッジ
の化学に関する関心を科学史的な文脈を与え

ずに断片的にしか理解していないこと、それが

テキストの歴史性を看過する姿勢から来ているこ

とを指摘した。また、キーツの詩『イザベラ』は、

植物の描写が多く当時の園芸ブームを彷彿とさ

せるものであるが、植物学の発展やアジアにお

ける新種への関心が背景にあることも指摘でき

る。この点はこれまでほとんど論じられておらず、

科学的文脈を歴史的に掘り起こすことが十分で

ないために、文学作品の理解に限界を与えると

いう結果になっていることの一例であると考えら

れる。これらの成果については、本研究期間中

には口頭発表のみ行ったが、今後何らかの形で

論文にまとめる予定である。 
(2)ロマン主義期は、科学雑誌が多く発刊され、



王立研究所(Royal Institution)が設立されるな
ど、科学研究が進展した時期である。この時期に

おいて、現代の科学にもつながる関心が表れた

分野として、熱学領域を取り上げた。そして、18
世紀末から19世紀にかけて重要な科学者として
記憶されている、ラムフォード卿 (Benjamin 
Thompson, Count Rumford)、ハンフリー・デイ
ビー(Sir Humphry Davy)、およびジョン・ドルト
ン(John Dalton) における熱学に関連する言説
を考察した。英文学研究への関心を軸に、科学

史上重要なテーマを中心に考察することはこれ

まで行われておらず、この点においても科学史

上の知見が文学研究では重要視されていないこ

とが分かる。 
 ラムフォード卿は王立研究所の設立運動を起こ

し、自らも科学研究を行い、熱運動説を唱えたこ

とで科学史に名が残っているが、彼の科学者とし

ての活動は軍人としての活動と平行して行われ

た。彼が王立協会の機関誌、Philosophical 
Transactionsに寄稿したものの中には、文学的
な記述が見られるものもある。ラムフォードによっ

て王立研究所の助手となったデイビーは、よく知

られているようにロマン派の詩人たちの友人であ

った。総合的に見てこれらの人々にとって共通し

ていたのは、自然の現象に意味と言葉を与える

営みであり、科学的知識は科学研究の枠内に収

まらず、文学的な営みと相互に影響している 
 近代的な原子論の提唱者として有名なジョン・

ドルトンは熱学の分野では熱運動説を採らず、そ

の意味では評価をされていないが、観測機器も

科学理論も十分に発達していなかった当時の科

学研究はそのほとんどが作業仮説によって成り

立っていたことも確かである。ドルトンの原子論は

当時の人々にも広く知られたものとなり、急進派

の活動家によっても人間社会のアナロジーとして

利用されていることが分かった。すなわちすべて

の「原子」―「個人」は一旦この世から消滅してし
まえばすべて原子に戻るのであり、その意味で

霊魂も存在しない、という論理である。このように、

科学的知識がどのように理解されていたかにつ

いては、時代的な文脈を踏まえた理解が必要で

あることを検討した。 
（3）これは（1）のテーマとも関連するものであるが、
特に英文学研究が大学のカリキュラムに位置づ

けられ、その中で研究体制が作られている過程

で、18世紀から19世紀にかけての博物学的関
心が見られる読み物や科学啓蒙書が、英文学研

究の対象とはされない傾向があることについて検

討したものである。 
 この他、庭園史や植物学に関する考察も行っ

たが、それらのテーマにおいても科学的知識を

歴史的に理解することが重要であることは同様

に確認できた。 
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